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イワナ浮上稚魚の定着場所の環境条件 
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１．目 的 

 渓流魚の生息環境は土砂の流入や人工構造

物の設定により平坦化しており、生息場所の

減少が問題となっている。イワナ稚魚の生息

場所造成の技術開発を行うため、イワナ浮上

稚魚の定着に必要な環境条件を調査した。 

２．方 法 

 令和 6 年 5 月 2 日に姉川水系のイワナが生

息する禁漁区の支流の延長 200m の区間でイ

ワナ稚魚を探索した。探索は目視で確認した

後、隠れ場所となる石等の下を小枝で探り、

稚魚の出現を確認することで行った。イワナ

稚魚は流速 10cm/s 未満の静水面で確認され

ることが知られており 1)、基準に合致するハ

ビタットの水深および水面面積、底質、水面

下にある岩の下のカバーの奥行とその面積を

測定し、イワナの稚魚の有無を記録した。稚

魚の有無を目的変数、ハビタットの面積、ハ

ビタットの平均水深、カバーの面積、カバー

の平均奥行、底質を説明変数として一般化線

形モデル解析を行った。モデルの適合評価に

は AIC を用い、ベストモデルを選択した。 

３．結 果 

 調査区間内の 73 か所のハビタットを測定、

探索し、27 か所でイワナ稚魚を確認した。

一般化線形モデル解析の結果、ハビタットの

平均水深とカバー奥行を説明変数とするモデ

ル が ベ ス ト モ デ ル と し て 選 択 さ れ

(AIC=74.77、フルモデルの AIC=79.61)、水

深が浅く、カバーの奥行が深い環境がイワナ

稚魚の生息に重要であると示唆された(表)。

ベストモデルで選択された水深およびカバー

の奥行について、Manlyの選択性指数αを求

めたところ、5cm 単位で区分した場合、水深

では 15cm 未満、カバーの奥行では 10cm 以上

で選択性が高かったことから(図)、これらが

イワナ稚魚のハビタット造成の参考指標にな

ると考えられた。今後、実際にハビタット造

成を行い定着の有無を確認する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

モデル式：稚魚の有無～ハビタット水深+カバー奥行

係数 推定値 標準誤差 ｚ値 p値

切片 -0.01 0.70 -0.01 0.989

ハビタット水深 -0.25 0.08 -3.21 0.001

カバー奥行 0.18 0.05 4.07 0.000

図 イワナ稚魚の生息有無とハビタットの

平均水深および平均奥行 

表 一般化線形モデル解析によるイワナ稚

魚の生息モデル式と係数 
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